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※1 事業拠点・物流センター面積は、エーアイテイーグループ、HTB-BCDトラベルグループを除く　　※２ 自社開発システム　　※3 モーダルシフト、エコカーの利用、ダブル連結トラックの導入、施設共同利用など
※ 数値は2021年3月31日現在

※4 高度なデータ解析スキルを持つデータサイエンティストの社内育成講座受講者数　　※5 Robotic Process Automation　　※6 従業員エンゲージメントサーベイにおける好意的回答の合計スコア　　
※7 「月刊ロジスティクス・ビジネス」より当社にて算出　

お客様

従業員

ビジネス
パートナー

株主・投資家

行政

地域社会

ステークホルダー

ビジネスモデル

ー価値創造を支える仕組みー

アウトプット アウトカム

安全・品質・生産性に優れた
総合物流サービスを提供す
ることで、人々のくらしを支
え、社会インフラとしての役
割を担っています。

HB WAY（現場力×見える化）

コーポレートガバナンス

サステナビリティ マネジメント

財務資本
• 安定した財務基盤　　　　　
• 機動的な投資を可能とする資金余力

製造資本
• グローバル事業拠点
• 輸送車両　
• LOGISTEED（ロジスティード）を支えるデジタル事業基盤

知的資本
• 特許権（倉庫設計、管理システム等）
• ノウハウ（SCM最適化、安全、ロジスティクス先端
   テクノロジー）

知的資本

人的・組織資本
• 物流に精通した多様な人財
• HB WAYを実践する人財

人的・組織資本

社会・関係資本
• ステークホルダーとの信頼関係
• 協創パートナーと築くビジネスエコシステム

自然資本
• 環境負荷の小さい物流サービス※3を通じて利用
  する資源やエネルギー

社会・関係資本

自然資本

事業拠点※1

国内330拠点　海外28の国と地域 422拠点

輸送パートナー（国内）　約1,400社

総資産

7,879億円

財務資本

ROE 11.8%
TSR
（株主総利回り）208%　

現金及び現金同等物期末残高

1,048億円

物流センター面積※1

753万㎡

製造資本
培ったスキル・ノウハウをリファレンスモデル
として、新物流センターやシステムの構築・
運用に活用

RPA※5による業務時間削減効果

約6,600時間/月

売上収益

6,524億円

稼働システム数

499※2

特許権
保有件数 

78件
データサイエンティスト
育成講座受講者数（累計） 

72名※4

研究開発費 

6.7億円

グループ人員

43,729名
従業員一人当たり教育費
（国内社員）

19,934円

総エネルギー使用量（国内）（原油換算）
①電気使用量 

44,461kl

② 燃料使用量 

15,591kl

協創 R&D
（研究開発）

人財育成 VC21
（改善活動）

→ P75-88

→ P45-52

→ P33-34

→ P75-78

→ P63-74

→ P2

インプット

持続的な成長のために
重点的に取り組むSDGs
（持続可能な開発目標）

3PL事業
調達物流サービス、生産物流サービス
販売物流サービス、静脈物流サービス

自動車部品物流

重量機工事業
プラント関連輸送、機械・機器設備輸送
鉄道関係設備輸送、精密機器輸送

各種研究設備輸送

フォワーディング事業
国際航空輸送、国際海上輸送
国際トラック輸送、国際鉄道輸送

信用格付（R&I） A

従業員エンゲージメント
（ゴール・目標への理解）※6

74
女性管理職比率

4.9%
＜負のアウトカム＞
労働災害指数
度数率 0.78　強度率　0.019

＜負のアウトカム＞
温室効果ガス排出量（国内）（スコープ1&2）
11.3（万t-CO2）

3PL事業国内シェア

14.4%※7
顧客数

20,000社以上
(80業種)

CO2排出量削減率（国内）（スコープ1&2）

前年度比-5.6%

● 日本国内の労働・消費人口の減少
● 気候変動リスクの増大、大規模自然災害の増加外部環境 ● 保護主義の台頭・貿易摩擦の深刻化

● 地政学的リスクの増大
● 甚大な災害、世界的な感染症拡大の発生　　　　　　● デジタル技術（５G・IoT・AI等）の進展
● EC市場の拡大　　● 物流事業の環境変化
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先進的なロジスティクス
エンジニアリング力

日立物流グループの価値創造プロセス
日立物流グループの価値創造を実現するビジネスモデルは、グループのあり方と進むべき道を示したHB WAYを全ての
価値の源泉とし、お客様のサプライチェーンの課題分析、運営設計、運営、改善というバリューチェーンとそれを支える仕
組みである協創、R&D、人財育成、VC21活動から成り立っています。

強みである「オペレーション遂行力」「先進的なロジスティクスエンジニアリング力」「グローバルネットワーク」をドライバー
として、バリューチェーンをより強固なものとし、ステークホルダーに対し経済価値、社会価値、環境価値を持続的に創出
します。また、持続的な企業価値向上を通してSDGsにも貢献していきます。

日立物流のこれまで

⽇
⽴
物
流
の
こ
れ
ま
で

⽇
⽴
物
流
の
こ
れ
か
ら

価
値
創
造
を
⽀
え
る
基
盤

価
値
創
造
の
成
果

財
務
・
非
財
務
情
報




